
Ｖ Ｖ

口蹄疫
・ウイルスが原因で、偶蹄類の動物（牛、
豚、羊など）がかかる伝染病。

・発熱、流涎（よだれ）、口の中や蹄に水
疱（水ぶくれ）などの症状がみられる。

・伝染性が非常に強く、防疫において最も
重要な疾病。

・A型インフルエンザウイルスによる鳥の伝
染病。

・家きん（鶏など）が高病原性鳥インフルエン
ザウイルスに感染すると、その多くが死亡。

・渡り鳥による伝搬で発生する例もあり。

・アフリカ豚熱ウイルスが豚やいのししに
感染する伝染病。

・発熱や全身の出血性病変を特徴。ワク
チンや治療法がなく、最も恐れられてい
る家畜の伝染病の一つ。

・ダニや感染した豚との直接接触他、汚
染された未調理の豚肉によっても豚に
感染する。ウイルスは冷蔵で数ヶ月残存
する。

アフリカ豚熱(ASF)

鳥インフルエンザ

Ｖ

主な家畜の伝染性疾病

・ランピースキン病ウイルスにより起こる
牛や水牛の伝染病。

・感染した牛などの皮膚に結節や水腫を
起こし、ハエなどの吸血昆虫によって感
染が拡大。

・我が国では令和６年１１月に初めて発
生。令和８年の法改正で家畜伝染病に格
上げ予定。

Ｖ

ランピースキン病

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



海外における重要伝染病の発生状況

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_fmd/

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/index.html

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.htmlR8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



口蹄疫（FMD）
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欧州における口蹄疫（FMD）の発生

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



アジアにおける口蹄疫（FMD）の発生

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



欧州における高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



北米における高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



アフリカ豚熱（ASF）

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



欧州におけるアフリカ豚熱（ASF）の発生①

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



欧州におけるアフリカ豚熱（ASF）の発生②

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



ユーラシア大陸におけるアフリカ豚熱（ASF）の広がり

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



ランピースキン病

ランピースキン病発生国からの制限
・牛精液
・牛受精卵
・牛臓器製品など
・飼料用乳製品

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料



欧州におけるランピースキン病の発生

R8.5.26 京浜港、千葉港 動物検疫所実務講習会 参考資料
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